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[はじめに]  

コバルトフェライト(CFO)薄膜は面内歪

みを導入することにより、大きな垂直磁気

異方性を示す[1]。しかし、磁気異⽅性増⼤
のメカニズムに関して局所的な歪みとの関
係は、これまで明らかになっていない。今
回は、可視から近赤外領域の CFO 薄膜のフ

ァラデー効果を測定し、Co2+に関連した光

学遷移について調査を行った。 

[実験方法]  
CFO 膜は、有機金属分解(MOD)法で作製

した[2]。ガラス基板へ MOD 溶液(CoFe-
O4(1:2), (株)高純度化学研究所)をスピンコ

ートにより塗布(3000 rpm, 30 sec)し、乾燥

（100℃，10 min）をホットプレートで行っ

た。その後、管状炉を用いて仮焼成

（Tpre :320~350℃，30 min）および本焼成

（730℃，10 h; N2 = 400 mL/min）を行った。

ファラデースペクトルの測定は、円偏光変

調法を用いた MO スペクトロメーター[3]
を使用した。測定波長範囲は 350~1650 nm 
とした。 
[結果および考察]  

Fig.1 および Fig.2 にそれぞれファラデー

回転角、ファラデー楕円率のスペクトルを

示す。これまでの報告と同様のスペクトル

形状が得られている。楕円率スペクトルで

は、λ= 400-900 nm と 1300-1600 nm に、ピ

ークが観察されるが、仮焼成温度を変化さ

せると、λ= 400-900 nm の構造が大きく変

化することがわかった。この原因は、Co2+を 

含む八面体構造の歪みの大きさが変化した

ためと考えられる。 
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Fig.1 Faraday rotation spectra of CoFe2O4 
films on glass. 

 

Fig.2 Faraday ellipticity spectra of CoFe2O4 
films on glass. 
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